
(副 高所等作業手当 職員が足場不安定な高所または低所で

作業をした場合に，作業の閑簸性，危険性，心理的緊張感およ

び肉体的疲労に対するものとして，作業極別・高き等の必準に

応じて支給される。

(お) 重労務作業手当 逆転回数の特に多い医聞に勤務する軌

道掛， 電気掛等が，運転のとだえ，もしくは運転回数の少なく

なった夜間において，昼間実施することので きない軌条交換，

架線の琢港え，その他重労務作業に従事 した場合に，夜間重う1';

務の労苦に対して支給される。 な お ， この勤務は日勤勤務を繰

り上げて行なうものであるから，超過勤務時間とはならず，超

過勤務手当とあわせて支給されない二ととなっている。

(訂) 高圧活織作業手当 電柱または欽機上など足場不安定な

高所において，高圧活線の保守作業または高圧活総関係旅物の

保守作業等に従事 した場合に，作業の危険性，心埋的緊張感等

に対するもの と して，実作業時間等に応じて支給される 。

(怨) 復旧警備作業手当 職業が火災 ・ 風水害等非常事故に よ

る施設の応急復 11.1作業または車両の脱線，転覆等の引上げ作業

等に従事した場合に，作業の性質上， 重労働が多いため，その

労苦に対して，実作業時間に応 じ支給される。

(泊) 特殊地場作業手当 火薬積載貨車の特に多い大篠津駅俗

l付 ・函館山無線中継所等の生活環涜の惑いへき(僻)地筒!九保守

作業のきわめて危険な帥さ 40m の余msm りょう ， およ び， つつ

が虫危険地峡に指定された場所におL 、 て，職員が，それぞれの作

業に従事 した場合に， 特殊事情に対するものとして支給される。

(刻 業務指令書事手当 非現業職員が 昼夜交替勤務により ，

業務指令および 彬乗車券センターに勤務した場合， 一般非現業

職員に比べて勤務時fUltJ:長く，また業務の心労度も高いため，

それを補償するものとして支給される 。

(31) 衛生管理者手当 衛生管理者に発令された者が，衛生管

理の作業に従事した場合に，国家試験の制約および本来業務の

上に付加l された業務て'. ，1; ， ること等を考慮して支給される。

間 危険物取扱主任者手当 消防法に誌づく危険物取扱主任

者免状の交付を受けている職員が，所属長から危険物取担主主任

者に指定され， 危険物耳元敏いに|刻する保安の監督に従事した場

合に，試験の制約お よ び，その責任に対するものと して支給さ

れる。

(湖 往診手当 医長，物療技士，助産婦， エ ックス線筏士お

よ じ看護婦が. 11診をした場合に支給さねる。

(CU) 助産婦等手当 市場賃金 ・ 要員需給等の閃述から， 助産

婦および家族計画尖池指導員の指定金受けた看護婦に対し，基

本給を補足する も の として支給 さ れ る。 ただし昭和 39 ・ 4 ・ l 以

降採用の採用給による基本給措債を受けた助産婦には支給 され

ない。

(3司 教務手当 本務をもっ職員が，委嘱されて第一磁鉄道学

園等において教務に従事したi場合に，本務のほかに付加l された

業務の労苦に対する ものとして授業の内容に応じて支給 される 。

(刻 補償手当 *運輸併，小荷物繊，車掌等が.乗車券の発

売事務，精算事務あるいは手小荷物の受託事務等に従事した場

合に，業務内容の特具性から，不可避がJな錯誤によ って弁納金

を納める事態が生 じ るため， これを補償する 目的 で ， 業務監に

よ っ て格差をつけて支給される。 ( 色何)

とくしゅしんごうはっこうき 特殊信号発光俊 第 i

径手動踏切道付近に設置し，踏切i草において事故が発生した と

き ， 急きょ停止信号を現不して列車を停止させる目的で設ける

ものである。

特殊信号発光機は機椛 ・;(;11御器・lX応f.tからなり勢踏切保安

とくしゅダイ

掛(踏切答手)の操作する開院1~告によって現示するものである。

現示方式は平1~~の場合，無燈で開閉器を倣ったときは，赤色燈

2 個が反時計式に回転循環する現示となる。電球は 24V35W

5 個を用い，機機内にセ ミ . /ーノレド式の燈具に収容したもの

である。 ;hiJ御禄は交流用. n白ー流用の 2 種類があり内蔵された電

動機の同転(毎分約 60 回)によって接点を開閉させて電球を点

滅させる。 反応採は踏切保安掛が開閉器を燥作したとき，その

位置で. lì(C定に停止信号を現示しているかど う かを確認する 目

的で設ける。

国鉄では L特殊信号

代用務の取扱および設

備規程l (昭和 37 ・ 4 ・ 11

総裁達者n68 勺)によ

っ てこれに関するも の

を定めているが， その

おもなものは次のとお

りである 。

(1) 列車の制動距離

を考慮.した見通し距離 花 、出J晴、 S 

800m 以上を ììñi 保する 特殊信 号 代用;r.

こ と。 800 m 以 i を u~ 仇~できないと きは， 別設して見通し距離

を織保する。増設した場合も一つの開閉終によ っ て制御する。

(2) なるべく 踏切道に後近したところに設備するのが好まし

いので， 原則l として踏切迫の手前 100m 以内に設備する。

(3) 現示方式は平'l;~'の場合無燈で，事故の場合赤色燈 2 個が

円形に移動循環する。

(4) 天候の状況な どにより，見通し距離が不足する場合は，

:;(ll f.Ti列車防護を併用する 。

(5) 反応採が動作しないとき(特殊信勺代別総が現示しない

とき)も，第 I 績列色fi防d涯を行なう。

厳近では第 1 種向車1)および第 3 種踏切道において，障害物を

電気的に検知する装院(赤外線を使用する ) が取り付けられ， こ

の検知袋躍が動作すれば， 特殊信号発光機が現7)ミするような設

備の開発を進めている 。

なお国鉄では在来の特殊信 号代用揺を昭和40 ・ 6から特殊信号

発光機 と 名称を変更した。 (竹内義雄)

とくしゅダイヤフラムがたくうきばね 特殊ダイヤフ

ラム形空気ばね 祭54ばねば， わが国で近年急速に普及しは

じめ，当初は上下方 I~H辰動特性の優秀さに着 EI され，もっぱら

この方 l白lの応用，改善がなされた。その後，空気ばねは険方向

にも適当な荷重特性が得られることから， これを利用 し て矯れ

まくらつり機備を廃止した簡単な係造の台車が設計，製作され

るに宅 っ た。 これにより i空気ばねの績方向荷軍特性改善の研究

が進められた。

それまで一般的に，わが国で用いられていたベ ローズ形空気

ぱねは，航)îlnJの荷重を受けた場合の復元 )Jがゴムベローズの

変形によ っ ていたため，向重たわみ特性が非線形であるこ と ，

ヒス テ リシスがあるこ と ，横方向ばね常数が娠中日によって変わ

ること，特性が温度 ・ 湿度などの外界の条件の影響を受けやす

いこ と等の欠陥があ っ た。ベロ ズの改良により，これらの欠

点は，ある程度改善されたが，根本的には改良され得ず，全く

別の考え方から，特殊ダイヤブラム形空気ばねが考案された。

この概略椛造は図ーIに示す と おりで，航方I;'Jに変位した場合

は，関ー2に示すように，内簡 と ダイヤブ ラ ムの妓触面積が変化

し，内筒に作用する空気圧の差が復元力となる。したがって，

償剛性はゴムの変形には無関係で，横方向の荷量たわみ曲線の
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